



































































































































































学習前の調整力測定を 2007 年 4 月に実
施した後、第 1学習は翌週から月 6回、年
間計 72回実施した。2008年 4月に再度測
定した後、第 2学習を第 1学習と同じ方法 
表 1 意図的学習回数及び実施期間 
 実験群 
年齢区分 年中児 年長児 
測定回数 第 1回測定 第 2回測定 第 3回測定 
学習の有無 第 1学習 第 2学習  
 統制群 
年齢区分 年中児 年長児  
測定回数 第 1回測定 第 2回測定 第 3回測定 
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学習前の調整力測定を 2007 年 4 月に実
施した後、第 1学習は翌週から月 6回、年
間計 72回実施した。2008年 4月に再度測
定した後、第 2学習を第 1学習と同じ方法 
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（表 4－1、2）において、第 1 学習、第 2
学習ともに男児よりも女児の方が上回って











































表 4 実験群と統制群の男女別・種目別による平均値の差及び両群平均値の差の差 
1. 男児（2011年 4月～2013年 2月） 2.女児（2011年 4月～2013年 2月） 
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